
コートの設営（一斉） 
 

本時のめあての確認（一斉） 

「チームの特徴に合わせて作戦や練習方法を考

え、楽しく練習やゲームをしよう！」 

 

対戦相手やルールの確認（一斉） 

振り返り 
・次回のゲームへ見通しをもつ。    

 
◇ 「わけ」を明らかにしながら、話したり、聞き取ったり、書いたりする。 

◇ 感じたことや伝えたいことについて相手にわかるように話す。 

◇ 感じたことや伝えたい たいこ 。 ことについて話し手が伝え とを聞き取る
考考ええるる力力  感感じじるる力力  書書    くく  読読    むむ  表す力 話話すす・・聞聞くく  想想像像すするる力力  
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ボール運動「ソフトバレーボール」  
  

 ボール運動は、自分のチームの特徴に応じた作
戦を立ててゲームを行い、得点を競い合う集団的
な運動です。 
 本単元では、《情報を活用したり、ゲームの展
開を予測し作戦を立てる》→《互いに協力してゲ
ームの楽しさや喜びを味わう》→《ゲームの楽し
さしや喜びを共有する》→《改善点を明らかにし
て次回のゲームにつなぐ》などの学習のプロセス
に言語活動を取り入れ「考える力」や「感じる
力」「想像する力」を育成し、体育科のねらいに
迫ります。 

準備運動（一斉） 
 
作戦タイム①（グループ） 
・自分のチームのよい点や弱点を見付ける。 
・自分のチームの特徴にあった作戦を立てる。 
・作戦に必要な練習①をする。 
 
ゲーム①  
・ゲーム①をする。 
 
作戦タイム②（グループ） 
・ゲーム①を振り返り、よかった点、改善点を
整理する 
・ゲーム②に向けて練習②をする。 
 
ゲーム②  
・ゲーム②をする。 

単 元 名 

本時の目標 ・チームで協力し合って、楽しく安全に練習やゲームに取り組もうとする。 
                     【運動への関心・意欲・態度】

・自分達のチームの特徴に合わせて、作戦や練習方法を考える。 

                     【運動についての思考・判断】
本時の流れ 

                      （グループ用) 

  
 

 

《情報を活用したり、 
       ゲームの展開を予測し作戦を立てる》
・今までのゲームを振り返り自分のチームの特徴（よい点や弱 
 点）を確かめます。 
・「課題別作戦カード」の情報を読み取り、自分のチームの特徴
に合った作戦を話し合います。 

・相手チームの動きを想像しながら作戦を吟味します。 
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 国語力育成の視点

視 点  １ 考える力・想像する力

92

１回で相手コートに返す
のがまだあるので惜し
い。 

声を出してボールを取
ろうとしたが、声が出
なくてぶつかった。 

よくボールを見て動
いていた。 

攻撃が成功したときの声

は、効果的だった。 

きょうの伸び 明日へジャンプ

例１：誰も触れずにボールがコートに落 
   ちることが多い。 
【作戦】 
○自分の近くにボールが来たら、ボー 
  ルの落ちそうな所へ動く。 
○ボールを取ろうとするときは、声を出 
  して知らせる。 

例４：ボールを１回で相手コートに返してしま
   い、攻撃ができない。 
【作戦】 
○１回で攻撃しようとしない。 
○やさしくボールに触れ、次に触れる人が
  返しやすいようなボールにする。 
○「１・２・３」とボールをつなぐようにみんな
  で声をかける。  

例２：レシーブやパスのボール
   が高く上がりすぎて、次の
   人が取りにくい。  
【作戦】 
○手を振り上げない。ボール
  を高く上げすぎない。 

例３：攻撃が決まったとき 
   に○○さんが声を出 
   して気分が高まって  
   よい。  
【作戦】 
○攻撃が決まったときは 
  みんなで声を出して喜 
  び合う。 

 
   
《ゲームの楽しさしさや喜びを味わい共有する》 
・ゲーム①②では、相手の動きを予想して攻撃できた 
 り、友達や場の状況を感じ取って連係プレーができ 
 るなど、ゲームの楽しさや喜びを獲得することがで 
 きます。 
・個々の楽しさや喜びを共有するために、言語活動を 
 ゲームと関連付けて位置付けます。 

視 点  ２ 感じる力・想像する力

 小学校 ６年 体育科 
◇ 感動を伝えるため、場や相手に応じて工夫して話したり、話し手の主張に共感 
 しながら感動したことを聞き取ったりする。 
◇ 目的や意図に応じ、考えたことなどを簡潔に書く。 
◇ 書き手の考え方を読み解き、自らの考え方と比べる。 

育成したい

国 語 力× 
話す・聞く
書く 読む

考える
感じる
想像する

課題別作戦カード例 

 
 

考える力・想像する力視 点  ３

《改善点を明らかにして次回のゲームにつなぐ》 
・ワークシート①では、付せんにうまくいった作戦
 や友達のよい動きを書き出し、認め合います。自
 分自身では気付かない点もチームで教え合うこと
 で、次回のゲームへ見通しをもつことができま
 す。確認したことはワークシート②に整理しま
 す。 


